
 

 

 

第２期中期目標期間業務実績に関する評価書（事務局案）に対する意見 

 

 

 

全体評価についての意見 

意見・質問なし。 

大項目別評価への意見 

意見・質問なし。 

評価書全体への意見（並木委員） 

第２期中期目標期間の前半はコロナ禍ということで難しい対応もあったかと思いますが、その間に

も高い志願率の維持やカリキュラムの見直し、地域社会への貢献等により、大項目別評価(４区分)の

うち３つがＡ評定であることは、大学関係者の皆様のご尽力の結果だと思います。 

これからも地域に必要とされ、全国から学生が集まり、魅力的な大学になられますことを期待して

おります。 

評価書全体への意見（槇委員） 

激変する社会環境やテクノロジーの進歩に対応すべく、中長期的視野でデザイン学科の新設や第４

アトリエ棟の建設等が的確かつ着実に実施された。更に「明日も集いたくなる大学」の実現に向け

て、学生目線でのハード・ソフト両面での様々な改善が進められていると考えます。 

評価書全体への意見（三上委員長、水澤委員、草間委員） 

意見・質問なし。 
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